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1.  平成23年2月期第1四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第1四半期 9,956 △6.5 941 23.5 982 13.7 559 △4.7
22年2月期第1四半期 10,653 ― 762 ― 863 ― 586 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第1四半期 13.79 ―
22年2月期第1四半期 14.47 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第1四半期 74,730 60,643 81.2 1,495.43
22年2月期 74,502 60,682 81.4 1,496.27

（参考） 自己資本   23年2月期第1四半期  60,643百万円 22年2月期  60,682百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00
23年2月期 ―
23年2月期 

（予想）
0.00 ― 15.00 15.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

17,700 △13.1 750 △13.7 850 △20.8 450 33.0 11.09

通期 36,000 △9.0 1,600 △23.8 1,800 △25.5 900 19.3 22.19
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

                     

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関しましては、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想
に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期第1四半期 47,841,297株 22年2月期  47,841,297株
② 期末自己株式数 23年2月期第1四半期  7,288,607株 22年2月期  7,285,833株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 23年2月期第1四半期 40,554,372株 22年2月期第1四半期 40,566,266株
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当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日～平成22年５月31日）におけるわが国経済は、外需主導
による企業収益の改善や政府による消費刺激策等が奏功するなど、景気は緩やかな回復を示し始めた期で
ありました。一方、デフレからは依然脱却出来ず、積極的な設備投資意欲も見られず、景気の本格的な回
復時期は予断を許さない状況が続いており、経済全体としては閉塞感が漂う期でありました。 
 こうした状況のもと当社グループは、建機事業におきましては前政権時代の補正予算執行が寄与し、売
上高は67億17百万円（前年同期比2.3%減）となりました。商事事業におきましては、特に商業設備関係に
おける事業環境が好転せず、売上高は24億94百万（前年同期比18.1%減）と大幅な減収となりました。一
方、不動産事業は賃貸不動産の買い増し効果により、売上高は７億44百万円（前年同期比1.7%増）となり
ました。 
 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は99億56百万円（前年同期比6.5%減）となりました。
利益面につきましては、営業利益は９億41百万円（前年同期比23.5%増）、経常利益は９億82百万円（前
年同期比13.7%増）、四半期純利益は５億59百万円（前年同期比4.7%減）となりました。 
  
  

当第１四半期連結会計期間末における総資産は747億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億27
百万円増加しました。 
 一方、負債は140億86百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億66百万円増加しました。 
 また、純資産は、利益剰余金の減少などにより606億43百万円と前連結会計年度末に比べ38百万円減少
となりました。 
 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末から0.2ポイント下降し81.2%となり、１株当たり純資産
額は1,495円43銭となりました。 
  

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年
度末と比べ27億77百万円減少し、91億65百万円となりました。 
 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因はつぎのとおりであり
ます。 
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動による資金の増加は、17億89百万円(前年同期は12億４百万円の増加）となりました。主な要

因は、税金等調整前四半期純利益9億86百万円、売上債権の減少額５億34百万円、減価償却費４億78百万
円などによるものであります。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動による資金の減少は、38億２百万円（前年同期は17億56百万円の増加）となりました。主な要

因は、有形固定資産の取得による支出38億13百万円などによるものであります。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動による資金の減少は、７億63百万円（前年同期は７億13百万円の減少）となりました。主な要

因は、配当金の支払５億22百万円などによるものであります。 
  

  

当第１四半期の業績は、ほぼ予想の範囲内で推移していると考えておりますので、平成23年２月期の業
績予想につきましては、平成22年４月９日の決算発表時に公表いたしました数値と変更ありません。  

  
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況

(2) キャッシュ・フローの状況

3. 連結業績予想に関する定性的情報

㈱ワキタ　（8125）　平成23年２月期 第１四半期決算短信　

－ 3 －



該当事項はありません。 
  

１．簡便な会計処理 
① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
  

② 棚卸資産の評価方法 
当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を
見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
  

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 
  

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異
等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経済環境等に著
しい変化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年
度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したもの
を利用する方法によっております。 
  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 
  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,165 11,443

受取手形及び売掛金 13,004 13,549

商品及び製品 3,464 3,438

原材料及び貯蔵品 112 202

その他 1,299 1,667

貸倒引当金 △744 △697

流動資産合計 26,302 29,605

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） 2,013 2,092

賃貸不動産（純額） 31,273 27,634

土地 4,508 4,508

その他（純額） 4,158 4,216

有形固定資産合計 41,954 38,451

無形固定資産 554 498

投資その他の資産

投資有価証券 3,851 3,854

その他 2,411 2,459

貸倒引当金 △343 △366

投資その他の資産合計 5,919 5,947

固定資産合計 48,427 44,897

資産合計 74,730 74,502
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,093 5,317

未払法人税等 550 384

賞与引当金 377 181

その他 2,240 2,324

流動負債合計 8,262 8,208

固定負債

社債 20 20

退職給付引当金 36 35

役員退職慰労引当金 819 809

その他 4,947 4,747

固定負債合計 5,823 5,612

負債合計 14,086 13,820

純資産の部

株主資本

資本金 12,208 12,208

資本剰余金 13,717 13,717

利益剰余金 39,905 39,954

自己株式 △2,978 △2,977

株主資本合計 62,853 62,903

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △118 △129

土地再評価差額金 △2,091 △2,091

評価・換算差額等合計 △2,209 △2,221

純資産合計 60,643 60,682

負債純資産合計 74,730 74,502
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

売上高 10,653 9,956

売上原価 8,343 7,505

割賦販売未実現利益繰入額 93 120

割賦販売未実現利益戻入額 59 75

売上総利益 2,276 2,405

販売費及び一般管理費 1,514 1,463

営業利益 762 941

営業外収益

受取利息 37 34

受取配当金 5 3

投資有価証券売却益 45 －

その他 28 19

営業外収益合計 117 57

営業外費用

支払利息 10 13

その他 4 3

営業外費用合計 15 17

経常利益 863 982

特別利益

固定資産売却益 0 0

貸倒引当金戻入額 169 －

その他 3 4

特別利益合計 173 4

特別損失

固定資産除却損 2 0

特別損失合計 2 0

税金等調整前四半期純利益 1,034 986

法人税、住民税及び事業税 522 521

法人税等調整額 △74 △95

法人税等合計 447 426

四半期純利益 586 559
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,034 986

減価償却費 445 478

のれん償却額 26 26

貸倒引当金の増減額（△は減少） △160 24

賞与引当金の増減額（△は減少） 217 195

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1 1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 10

受取利息及び受取配当金 △42 △38

支払利息 10 13

有形固定資産除売却損益（△は益） 1 0

投資有価証券売却損益（△は益） △48 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,036 534

たな卸資産の増減額（△は増加） 70 63

仕入債務の増減額（△は減少） △1,020 △224

その他 120 12

小計 1,700 2,084

利息及び配当金の受取額 60 38

利息の支払額 △10 △13

法人税等の支払額 △545 △319

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,204 1,789

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △30 △3,813

有形固定資産の売却による収入 0 1

投資有価証券の取得による支出 － △0

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,787 26

貸付けによる支出 △0 △16

貸付金の回収による収入 1 4

その他 △3 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,756 △3,802

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △26 －

リース債務の返済による支出 △54 △53

設備関係割賦債務の返済による支出 △131 △187

自己株式の取得による支出 △2 △1

配当金の支払額 △497 △522

その他 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △713 △763

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,246 △2,777

現金及び現金同等物の期首残高 13,500 11,943

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,746 9,165
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該当事項はありません。 

 前第１四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年５月31日) 

 
  (注) １ 事業の種類別セグメントは、内部管理上採用している区分によっております。 

  ２ 各事業の主要な内容は次のとおりであります。 

  (1) 建機事業      土木・建設機械等の製造、販売並びにレンタル 

  (2) 商事事業      建設資材、商業設備、住宅設備、映像・音響機器等の販売並びにレンタル 

  (3) 不動産事業     商業用不動産の賃貸・売買、戸建・分譲等 

  ３ 有形固定資産の耐用年数の変更 

     法人税法の改正を契機に、当第１四半期連結会計期間より機械及び装置の耐用年数の見直しを行い、耐

用年数を変更しております。この変更によるセグメントに与える影響は軽微であります。 

 当第１四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日) 

 
  (注) １ 事業の種類別セグメントは、内部管理上採用している区分によっております。 

  ２ 各事業の主要な内容は次のとおりであります。 

  (1) 建機事業      土木・建設機械等の製造、販売並びにレンタル 

  (2) 商事事業      建設資材、商業設備、住宅設備、映像・音響機器等の販売並びにレンタル 

  (3) 不動産事業     商業用不動産の賃貸・売買、戸建・分譲等 

   前第１四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年５月31日) 

   在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

   当第１四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日) 

   重要な在外子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。 

   前第１四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年５月31日) 

   海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

   当第１四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日) 

   海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

 【事業の種類別セグメント情報】

建機事業 
(百万円)

商事事業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

計(百万円)
消去又は 
全社 

(百万円)
連結(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,876 3,045 732 10,653 ― 10,653

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 6,876 3,045 732 10,653 ― 10,653

  営業利益 436 69 255 762 ― 762

建機事業 
(百万円)

商事事業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

計(百万円)
消去又は 
全社 

(百万円)
連結(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,717 2,494 744 9,956 ― 9,956

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 6,717 2,494 744 9,956 ― 9,956

  営業利益 582 66 292 941 ― 941

 【所在地別セグメント情報】

 【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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